
〇多様化する保育ニーズへの対応

〇保育の質の向上

事業番号

①

②

主な取組実績

令和６年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策 １　子どもたちに輝く未来をつなぐ

主要課題 No. 2 多様化する保育ニーズへの対応・保育の質の向上

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転

記しています。

４年後の
目指す姿

　認定こども園の開設や国の動向を踏まえ、多様化する保育ニーズに対応し、保育を必要と
する世帯の子どもが保育の必要な年齢で入園できている。また、認可外保育施設を含む全て
の保育施設において、安全で質の高い保育が提供されている。

計画期間
の方向性

　多様化する保育ニーズに対応するため、認定こども園化を進めるとともに、特別な配慮が必要な乳
幼児への支援や受入方法について検討していきます。また、待機児童の解消が進み、各保育施設で定
員に対して空きが発生しているため、空き定員を活用した事業など、地域の社会資源としての保育施
設の活用に取り組みます。

　子ども・子育て支援法に基づく指導検査に加え、児童相談所の設置に伴い児童福祉法に基づく検査
体制を整備し、対象を認可外保育施設等にも拡大するとともに、保育園等への専門職員の巡回等によ
り、保育の質の向上と安全確保を推進します。また、保育事業者が行う建物の老朽化への対応及び質
の向上のための取組を支援し、より安全・安心な環境で質の高い保育の実施を促進します。

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどう

なったか」を記しています。

事業費（令和５年度）　上段：実績　下段：当初予算

区立幼稚園の認定こども園化
教育総務課・学務
課

質の高い学校教育・保育を、幼児に提供
する。

0千円

(0千円)

区立幼稚園の預かり保育 学務課 区立幼稚園児に必要な保育を提供する。
201,512千円

(207,711千円)

主な取組実績 単位

利用回数（一時利用） 回 4,289 4,870

利用回数（登録利用） 回 39,358 38,027

8

R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

R5(2023)

　文京区幼稚園型認定こども園運営委員会で検討した認定こども園の運営に係る事項について、令和
５年８月の教育委員会及び９月の区議会に報告し公表しました。また、５年８月に小日向台町幼稚園
の認定こども園化を決定しました。
湯島幼稚園：新築工事を進めるとともに、初度調弁の検討を行いました。
柳町こどもの森：既存園舎の解体工事が完了し、埋蔵文化財調査に着手しました。
明化幼稚園：新園舎が竣工し、既存園舎の解体工事に着手しました。
後楽幼稚園：新築工事を進めました。
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主な取組実績

R5(2023)
　幼児教育・保育カリキュラムにある年齢別のねらいを基に、各園で工夫して遊びの中に年齢に応じた運動を取
り入れ、体を動かして遊ぶ楽しさや運動機能の向上に資する活動に取り組みました。

16

17

15

文京区版幼児教育・保育カリ
キュラムの実践

幼児保育課
区立保育園と区立幼稚園の子どもたちに、等
しく質の高い幼児教育・保育を提供する。

267千円

(267千円)

文京版スターティング・ストロ
ング・プロジェクト

教育センター

保育園等を専門家チームが訪問し、クラス運
営支援等のプログラムを専門職と保育士等が
協働で実施すること等により、保育の質を向
上させる。

20,955千円

(21,301千円)

R5(2023)
　認可保育所99施設、認可外保育施設６施設に対し、子ども・子育て支援法に基づく指導検査を実施
しました。

要配慮児判定者数 人 29 48

R5(2023)
　新型コロナウイルス感染症対応が落ち着いたことにより、巡回指導の訪問回数が増加するととも
に、私立認可保育所等を対象とした連絡会及び研修会を、対面で実施しました。

13

保育施設等への検査体制の強化 幼児保育課
全ての保育施設において、安全で質の高
い保育を提供する

10,403千円

(10,386千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

子ども・子育て支援法に基づく指導検査の実施 施設 96 105

給食施設衛生監視指導（延べ回数） 回 106 105

連絡会・研修会の実施 回 5

R7(2025) R8(2026) R9(2027)

区立保育園園長経験者等による巡回指導の実施（延べ回数） 回 426

6

14

未就園児の定期的な預かり事業 幼児保育課
在宅子育て家庭の保護者のリフレッシュの機
会等の創出による育児不安の軽減や、定員に
満たない私立保育園の安定的な運営を図る。

19,291千円

(0千円)

主な取組実績 単位

R5(2023)
　春日臨時保育所及びグループ保育室こうらくにおいて、0歳児30名、１歳児23名、２歳児14名を週１
回定期的に預かる事業を実施しました。
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R5(2023)

　運営業務委託を行い、全年齢（０～５歳児）計93人を受け入れました。また、こども園の運営を通じた研究成
果の還元としてお茶大こどもフォーラムを対面で開催し、研究発表・分科会を実施しました。加えて、地域の子
育て支援として未就園の児童とその保護者を対象とした「のびのびサロン」も開催しました。
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私立保育施設への巡回指導等に
よる運営支援

全ての保育施設において、安全で質の高
い保育を提供する。

448,573千円

(530,344千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023)

定員数 名 58

利用者数 名 － 67

R4(2022) R5(2023)

幼児保育課
子どもが日常の多くの時間を過ごす保育所の
保育環境の向上を促し、今まで以上に安全・
安心な環境で質の高い保育を提供する。

64,478千円

(124,290千円)
子どもの保育環境向上事業

区立お茶の水女子大学こども園
の運営

幼児保育課
大学の研究成果を、区内の保育・幼児教育施
設に還元し、質の高い保育・幼児教育を提供
する。

201,704千円

(204,920千円)

790

幼児保育課

R6(2024)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

老朽化及び質の向上のための改修工事 施設 - 3

保育環境の向上のための備品入替等 施設 - 6

40 39
主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

区立保育園・幼稚園へのプログラム実施 回

私立保育園・幼稚園へのプログラム実施 回 29 30

教育センター
保育園等を専門職が訪問し、発達支援の観点
から保育士等に助言を行うことにより、子ど
もたちに質の高い保育を提供する。

22,872千円

(25,881千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023)

発達支援巡回事業

R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

区立保育園・幼稚園への訪問 回 167 141

私立保育園・幼稚園への訪問 回 234 258
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R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

実施施設 施設 － 2

主な取組実績



①
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18
子ども家庭相談事業

子ども家庭支援セ
ンター

保育所等を相談員が巡回し、保育士等に児童虐待の
発見や予防について助言を行うことにより、子ども
たちの健やかな育ちを支える。

24,585千円

(37,715千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

子ども応援サポート室巡回相談（保育所等） 回 48 116

●特記事項（実績の補足）

無 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

有 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）

　令和７年度の児童相談所の設置に向けて、新たに認可外保育施設に関する届出事務、巡回指導及び指導検査へ
の対応が必要になります。
　また、国においては８年度からこども誰でも通園制度の本格実施が予定されています。

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想さ

れる」等の社会の変化を捉えています。

チェック チェック項目

　区立、私立いずれの保育所においても要配慮児判定会を行い、手厚い職員配置のための対応や専門的知見での
助言を行うことで対象児童の健やかな発達に寄与しています。
　幼稚園型認定こども園の運営に係る事項を定めるとともに、小日向台町幼稚園の認定こども園化を決定したこ
とで、多様なニーズを踏まえた質の高い幼児期の学校教育及び保育の総合的な提供に向けた取り組みを進めるこ
とができました。
　また、令和８年度からこども誰でも通園制度を実施できるよう、実施施設や実施方法等の検討を行う必要があ
ります。
　今後も、教育・保育に関するニーズの動向に注視し、適切な教育・保育環境を確保していく必要があります。

３　成果や課題は何か（点検・分析）
1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出ない

要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。

　子ども・子育て支援法に基づく指導検査については、令和５年度に指導検査体制の充実を図り、新たに認可外
保育施設に対する指導検査を実施しました。区立保育園園長経験者等による巡回指導（観察保育を含む。）につ
いては、私立認可保育所等を対象に実施しました。私立保育所職員の研修回数を増やし、併せて区立保育所職員
も含めた交流会を実施することで、職員同士が交流し各園の取組などを情報共有する機会を設けることができま
した。今後、指導検査及び巡回指導の対象を更に拡大してくための体制整備が課題です。
　また、開設後10年目以降の園が行う老朽化及び質の向上のための改修工事、保育環境の向上のための備品入替
等に対し、補助を行いました。大規模な工事を行う場合の工事期間中の代替保育施設の確保が課題です。
　文京版スターティング・ストロング・プロジェクト及び発達支援巡回事業については、毎年満足度やリピート
率が高くなっていることから、各園・室のニーズに合った、より質の高いプログラムを提供することが求められ
ています。



【ＳＤＧｓの視点】

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、次年度以降の戦略とし

ての進め方を記しています。

　区立、私立いずれの保育所においても要配慮児判定会を行い、手厚い職員配置のための対応や専門的知
見での助言を行っています。
　認可保育所、地域型保育所等を整備し、待機児童が発生しないよう努めるとともに、こども誰でも通園制度
等、保育の必要性の認定を受けていない方の子育てサービスを整備する必要があります。
　文京版スターティング・ストロング・プロジェクト及び発達支援巡回事業を希望する保育園・幼稚園・育成室で
実施することによって、より質の高い保育を提供することができます。

　保育所保育指針及び文京区版幼児教育・保育カリキュラムで示されている、５歳児における小学校や小学生
との交流の必要性を鑑み、私立認可保育所と区立小学校が連携する機会の創出に努めました。

　区立及び私立保育所職員も含めた連絡会及び交流会を実施することで、各園の取り組み等を共有し保育の
知識等を学び合い、深め合う機会を設けました。

　多様化する保育ニーズに対応するため、特別な配慮を必要とする児童や医療的ケア児等への必要な支援や、保
育施設の空き定員を活用した事業など地域の社会資源としての保育施設の活用方法について検討していきます。
　また、保育の質の向上を図るため、検査・指導体制の更なる強化や保育事業者の質の向上に資する取組及び保
育環境の向上に向けた支援に取り組みます。
　区立幼稚園の認定こども園化については、校園舎の改築・改修や保育所待機児童の状況等を踏まえ、園ごとに
判断を行っていきます。また、令和７年度は、湯島幼稚園を認定こども園化します。
　文京版スターティング・ストロング・プロジェクト及び発達支援巡回事業については、満足度も高く、実施を
希望する園が多くなっていることから、コーディネートを行う職員の更なる能力向上を図るほか、実施方法を工
夫するなどして、適切な支援を行っていく必要があります。

●認可保育所等定員数及び在籍児童数並びに保育所待機
児童数の推移（各年４月１日時点）

●指導検査・巡回指導実績の推移

54

16 34
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17

継続

継続発達支援巡回事業

文京版スターティング・ストロング・プロジェクト 教育センター

教育センター

継続

継続

５　次年度、事業をどうするか（事業の見直し）
４を踏まえ、主要課題に紐づけられている個々の計画事業の次年度の検討の方向性を、「継

続」「レベルアップ」「縮小」「統合・分割」「計画変更」「事業終了」で記します。

事業番号 計画事業名 所管課 次年度の方向性

私立保育施設への巡回指導等による運営支援 幼児保育課 継続

13 保育施設等への検査体制の強化 幼児保育課 継続

10 未就園児の定期的な預かり事業 幼児保育課 継続

11 区立お茶の水女子大学こども園の運営 幼児保育課 継続

8 区立幼稚園の認定こども園化 教育総務課・学務課 継続

9 区立幼稚園の預かり保育 学務課

18 子ども家庭相談事業 子ども家庭支援センター

14 子どもの保育環境向上事業 幼児保育課 継続

15 文京区版幼児教育・保育カリキュラムの実践 幼児保育課 継続

12


